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日本社会科教育学会 平成 年度春季研究会

日本社会科教育学会会長 井田仁康

国際バカロレア（ ）を視野に入れた社会科の実践と評価

【趣旨】 
この度、新しい学習指導要領が告示され、教科学習の在り方も大きく変わろうとしています。殊に

社会科や地理歴史科・公民科においては、知識・技能とともに、考察する力や構想する力、さらには

構想したことを説明する力、考察したこと、構想したことを基に議論する力などを育成する授業が一

層要求されてきています。しかし、そこには日常の教育活動の中で、それらの力をいかに評価してい

くべきかという問題が立ちはだかっています。今回の春季研究会においては、こうした力に関する学

習評価の充実を考えるに当たって、国際的な学力観を背景に国内外で認定校が拡大しつつある国際バ

カロレア（IB）の実践に注目し、この問題を考える端緒としてみたいと思います。 
 
【担当】 

日本社会科教育学会研究推進委員会 研究会企画・運営係 
責任者 野口剛（帝京大学） 
委 員 志村喬（上越教育大学） 田中暁龍（桜美林大学） 

 
【プログラム】

開 会 13:30 
開会挨拶 井田仁康（筑波大学） 
主催者挨拶 野口剛（帝京大学）

 
（１）基調報告 13:40～15:00

 筑波大学教育研究科大学院生・元 IB機構日本語翻訳総括 佐々木南実 
  国際バカロレアの実施の概況的報告 －社会科に焦点をあてて－

 
 高知県立高知西高等学校（高知国際中学校） 藤澤誉文 
  生徒の「理解」に基づく の社会科授業実践－ 教科「個人と社会」－

東京学芸大学附属国際中等教育学校 山本勝治 ＋ 木暮里咲・鈴木陽彦 
国際バカロレア「 歴史」における「主体的・対話的で深い学び」の実践

— 生の声をふまえた提言－

（２）休憩 15:00～15:15 

（３）パネルディスカッション 15:15～16:30
司会 志村喬（上越教育大学） 野口剛（帝京大学） 

 
閉会挨拶 大澤克美（東京学芸大学） 
閉会 16:30 
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国際バカロレアにおける概念学習の概要 
―PYP社会科を例として― 

 
佐々木南実（筑波大学教育研究科教育学（国際教育）修士プログラム大学院生、 

国際バカロレア機構　前Japanese Translation Lead） 
 

【キーワード】国際バカロレア，社会科，概念学習 
 

 
１．国際バカロレアの日本への導入 
　新学習指導要領の全面実施を目前に、課
題探究的学習を通して生徒に汎用性のある
資質・能力（21世紀スキル）を教えること
が教員に求められ始めている。21世紀スキ
ルを提唱する重要な思想家たちとしては、
チャールズ・ファデル、バーニー・トリリ
ング、ケン・ロビンソン、ハワード・ガー
ドナー、アンディ・ハーグリーブスなどを
あげることができる。その研究はOECD（経
済協力開発機構）、IBO（国際バカロレア機
構）、アメリカのPartnership for 21st 
Century Skills(註1)などに大きな影響を与
え、世界的な潮流を作り出している。日本
の新学習指導要領にも影響を与えている。
　日本の一条校においても導入が進む国際
バカロレアプログラム（以下、IB）は､21　
世紀スキルを教えるためのツールとしても
期待される。日本におけるIBプログラムの
導入に関する議論は、歴史的には教育の国
際化、帰国子女教育の文脈の中で語られて
きた経緯がある。しかし、経済界からのグ
ローバル人材育成の要請を受け、 現在では
「グローバル化に対応した素養・能力を育
成（文科省2018）」できるプログラムとし
て、グローバル人材育成推進施策のひとつ
として語られることが多くなった。2017年
に文科省で開催された「国際バカロレアを
中心としたグローバル人材育成を考える有
識者会議」では、IB認定校の増加のみなら
ず、「IBの良さを取り入れた教育」（国際
バカロレアを中心としたグローバル人材育
成を考える有識者会議2017:6）が普及する
意義についての議論も､今後の検討課題のひ
とつとしてあげられた。 
２．IBにおける汎用的能力の指導と学習 
　それでは、IBにおける汎用的能力の指導
と学習は具体的にはどのように実践されて
いるのであろうか。IBOからは各プログラ
ム、教科ごとの詳しい「指導の手引き」が
発行されているが、本稿では3歳から12歳を
対象とするIB初等教育プログラム（以下、
PYP）の指導の手引きである「PYPのつく
り方」(IBO2007)の内容を引用しながら、そ

の内容の一部を概説することを試みる。
PYPを例に取る理由は、外部試験がない
PYPプログラムは、IB教育の最も原型に近
い形、つまりいわゆる「IBの良さ」を最も
明確に観察することのできるプログラムで
あると考えるからである。 
　PYPの指導計画には、基本要素(エッセン
シャル・エレメント)として、「知識」、「概
念」、「スキル」、「姿勢」、「行動」があ
り、この5要素がバランスよく配置されている
ことが求められる。本稿では、この中から
「概念」の用いられ方について見て行く。 
「概念」の用いられ方 
　IBプログラムに取り入れられている重要
な理論のひとつとして、リン・エリクソン
の概念学習(Conceptual Understanding)があ
る。エリクソンの理論においては、学習者
は概念のレンズを通して探究を進める。つ
まり、単元ありきで指導と学習が始まるの
ではなく、学ばせたい概念から指導案を練
り上げて行き、その結果、それが単元名と
一致することもあれば、しないこともあ
る。概念をバランスよく配置して行くこと
で、学際的に全人的な学びを構築すること
を目標とする。また、この概念は全教科に
共通しているため、教科横断的な指導計画
に使いやすい。 
　PYPでは、7つの学際的な概念が定められ
ている。概念は質問の形にすると、オープ
ンエンドな探究学習のツールとしてそのま
ま使用することができる。「特徴（どのよ
うなものか）、機能（どのように機能する
のか）、原因（なぜそうなのか）、変化 
（どのように変わっているのか）、関連
（どのようにつながっているのか）、視点
（どのような見方があるか）、責任（どん
な責任があるのか）、振り返り （どのよう
にして知るのか）」である。これを教科と
合わせて統合した姿が図1である。 
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図1 PYPの基本要素の統合 
出典:「PYPのつくり方」(IBO2016:66) 

　重要概念を社会科における問いに落とし
込むと、それは例えば以下のようになる。 

表１　「重要概念」を表す問いの例 

特徴 それはどのようなものか 

 この町に住む人たちの主な職業は何です
か 

機能 それはどのような働きをするのか 

 人はどのようにお祝いしますか 

原因 それはなぜそうなのか 

 争いとその解決はどのように社会を形づ
くってきましたか 

変化 それはどのように変わっているのか 

 技術はどのように自然環境を変えてきま
したか 

関連 それは他のものとどのようにつな
がっているのか 

当時の社会と今の社会につながりがある
としたら、それは何ですか 

視点 それにはどのような見方があるか 

人はどのようにリーダーになってほしい
人を決めるのですか 

責任 私たちの責任は何か 

世界中の子どもたちはどのような権利を
もつべきですか 

振り返り 私たちはどのように知るのか 

私たちや他の人の意見はどのくらい信用
できますか 

出典:「PYPのつくり方」(IBO2016:124-5) 
　PYPの指導計画においては、以上のような
概念を念頭に置いた内容と、スキル、行動、
態度というような他の内容が網目状に組み合
わせられる。これらの要素と、各教科の知識
を組み合わせ、相乗効果を狙う。このアプ
ローチは、アクティブ・ラーニングのような
実施方法に主眼を置くものとは違い、形骸化
する危険性も低いといえる。IB校での実践を
通して、さまざまな理論が日本の教育現場に
種を落とし、日本の文化文脈に沿ったかたち
で開花することが今後も期待される。 
【参考文献】　 
国際バカロレア機構（2016）『ＰＹＰのつくり方
：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組
み』 
国際バカロレアを中心としたグローバル人材育成を
考える有識者会議（2017）『国際バカロレアを中
心としたグローバル人材育成を考える有識者会議 
中間取りまとめ』 
佐々木南実（2019）『筑波大学大学院平成30年度
修士論文「教員の実践コミュニティ」に関する研究 
-国際バカロレア認定校における事例研究を中心に-
』 
文部科学省（2018）「2019年度概算要求 会議資
料」 
Erickson, Lynn H. 2011. Synergistic Thinking and 
Conceptual Understanding in the IB Programmes, 
https://www.ibo.org/contentassets/477a9bccb57
94081a7bb8dd0ec5a4d17/lynnerickson_ib_kynote
_hague_oct__2011.pdf 
【註】　 
註1: 2002 年に設立された、アメリカ連邦教
育省が出資し民間企業と教育関係者によっ
て成る、21世紀スキルの普及推進団体  
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生徒の「理解」に基づく の社会科授業実践

― 教科「個人と社会」―

藤澤 誉文（高知県立高知西高等学校・高知国際中学校）

【キーワード】 ，個人と社会，構成主義 主体的・対話的で深い学び

１．はじめに

近年、教育界での研究の成果や経済界からの

要請等により、日本国内でも国際バカロレア教

育への関心が高まっている。日本政府も

年までに国際バカロレア認定校等を 校以 

上に増やすことを目指しているⅰ）。

併せて、平成 年告示の中学校学習指導要

領では、新しい時代に育成することが必要な資

質･能力として、「生きて働く知識・技能の習得」

「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・ 

表現力等の育成」「学びを人生や社会に生かそ

うとする学びに向かう力・人間性等の涵養」の

本柱をあげている。また、これまでの授業に

対して、「主体的･対話的で深い学び」の視点か

らの改善を求めている。これまでよりも生徒が 

実生活や社会とつながる学びが求められてお

り、そこで活用することのできる知識理解や思

考力・判断力・表現力等を育成することを重視

したものとなっている。かなり の学びと重

複するものになっていると考えられる。 

本発表では、平成 年度４月に開校し、現

在 認定校になるべく、 の授業実践を始め

た高知県立高知国際中学校での「個人と社会」

の授業実践を紹介し、コンピテンシーを重視し

た の授業とはどのように構成するのか、 

と学習指導要領の学びをどう融合をさせてい

くのか、 の学習においては、どのような資

質をどのように習得させ、どのように評価する

のかについて、一例を示したい。

 

２．コンピテンシーを重視した授業

高知県立高知国際中学校での「個人と社会」

図１は、本年度の高知県立高知国際中学校で

実践した「個人と社会」のカリキュラムマップ

である。３単位の授業で、地理的分野と歴史的 

分野を２人の教員が同時並行で行った。そのた

め、授業はＡ週・Ｂ週に分け、Ａ週は地理的分

野２時間、歴史的分野１時間、Ｂ週は歴史的分

野２時間、地理的分野１時間で授業を行った。

本発表で紹介する事例ユニットは、地理的分

野で単元「日本の諸地域」を中心的に扱った第

３ユニット、探究テーマは「社会の仕組みは人

間のかかわり方によって変化する」である。

２ 地理的分野第３ユニットの構成

地理的分野の第３ユニットは、授業者が生徒

に対して社会に積極的に関わる人間になって

もらいたい、そして関わることによって社会を

変革する人間になって欲しい、そういう思いか

ら単元を貫く探究テーマは「社会の仕組みは人

間のかかわり方によって変化する」にした。こ

の探究テーマで利用した重要概念（各教科の推

奨概念が より提案されている）は「システ

ム」であり、関連概念（教科特有の切り口）は

「管理と関与」「規模」である。グローバルな

文脈（実世界の背景や出来事、状況等、学習の

文脈） は「グローバル化と持続可能性」で、

人間社会の構造を意識した文脈にした。

学習する内容は、「日本の諸地域」で学ぶべ

き７つの「〇〇を中核とした考察」である。

単元の目標は、この７つの考察を理解してい

ること、この考察を使って高知県を分析する際

に、自分で計画を立てて調査探究ができること

である。そのため、評価の対象はこの７つの考

察が理解できているか、自分で調査探究ができ

ているかの２点となった。それぞれ以下のよう

な評価の課題を設定した。

７つの考察方法を評価する課題は、地域の問

題を分析したいと考える他の 校の生徒に対

して、自らが学んだ考察の方法を教えてあげる

手紙を書くこととした。調査探究は、研究の計

画書、収集した情報のメモ、研究をまとめたレ

ポートを提出することで評価することにした。

生徒が意識すべき学習スキル （

）は、自分で計画を立てて研究す
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る際に必要な「自己管理スキル」、学習した考 

察方法を事例地域に当てはめて考える際に必

要な「思考の転移スキル」、集めた情報を分析

する「リサーチスキル」を設定した。

３ 地理的分野第３ユニットの展開

ユニットの導入は、本ユニットを学習するに 

あたり、社会を改変した人はどのような人かを

考えたり、ユニットの流れについて確認した。

学習は、生徒が７つの「○○を中核とした考

察」のどれかの専門家に分かれ、各自が教科書

の「日本の諸地域」の文章から、自分の専門分 

野の考察に関する記述を抜き出し、まとめてい

く作業からスタートした。これは最終的に、各

専門家グループで「〇〇を中核とした考察」を

一文にまとめ、全体で共有した。

次に、『ブラタモリ』の 回分の放送を見て、 

それがどの「○○を中核とした考察」で構成さ

れているのか考えた。同じ考察になった者同士

でグループに分かれ、それぞれの構成を図にし

て、全体で共有した。

「〇〇を中核とした考察」はほぼ理解できた 

ようだったので、各自の研究に移行した。生徒

はこれまでの「〇〇を中核とした考察」の方法

を使って、自分の興味を持った高知県の事象を

調べ始めた。各自が課題提出期限までの授業や

その他の時間をどのように利用するか計画書 

を作成し、レポートを作成した。

一通り調査が終わったら、生徒は調査のレポ

ートや計画書、メモを提出した。

最後に、概念「システム」とはどのようなも

のなのか、理科で学習した「システム」と社会 

で学習する「システム」はどこが同じでどこが

異なるのか、「○○を中核とした考察」が「シ

ステム」の分析にどれだけ有効かを考えた。こ

れらをもとに、他の 校への手紙の課題を提

出し、 等の学習の振り返りを行い、ユニッ 

トを終えた。

４．おわりに

授業者が の授業を実践して学んだことは

以下のようなものである。 

〇 知識とは個別的な単語レベルの知識では

なく、よりまとまりを持った概念的なもので

ある。

〇 知識を知るのではなく、その知識をどう表

現したり、活用したりするかが重視される。 

〇 総括的な評価は、知識の表現や活用をどれ

だけできているかを評価し、活用できるよ

うになるプロセスである授業では、段階的

に形成的評価を行い個々の生徒の能力向上

を促す。 

〇 アドバイスは、生徒が持っている知識をも

とに、その枠を自ら超えさせるような、気づ

きをもたらすことが目指される。

〇 生徒に議論をさせる際には、個人で考えて

からグループで考え、さらに個人に考えるプ 

ロセスを踏むとよい。議論は、個々の生徒の

立場や観点、価値などが明確な方が白熱する。

〇 等で、生徒自身が自らの学習を振り返

り、メタ認知させることが重要である。

１年間の授業実践を通し、コンピテンシーを 

重視する授業は、形成的評価を行いながら、

個々の生徒の理解をもとに、その能力を引き出

させていく過程になることを、改めて確認する

ことができた。当面の課題は、生徒の成長を効

果的に促す、２年間の地理的分野の学習計画を 

完成させることである。

【参考文献】

石井英真『今求められる学力と学びとは コンピテン

シー・ベースのカリキュラムの光と影』 日本標準

ブックレット 

大迫弘和『アクティブ・ラーニングとしての国際バカ

ロレア―「覚える君」から「考える君」へ』日本標

準

久保田 賢一「構成主義が投げかける新しい教育」『コ

ンピュータ＆エデュケーション 』 

参照

澤井陽介『澤井陽介の社会科の授業デザイン』東洋出

版

・ウィギンズ ・マクタイ、西岡加名恵訳『理解を

もたらすカリキュラム設計―「逆向き設計」の理論 

と方法』日本標準 参照

『「個人と社会」指導の手引き』

『 ：原則から実践へ』

教育研究革新センター（編著）『学習の本質ー研究

の活用から実践へー』明石書店 

【註】

ⅰ）「日本再興戦略－ －」平成 年６

月 日や「まち・ひと・しごと創生総合戦略（

改訂版）」平成 年 月 日を参照
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ユニットプランナー作成マニュアル（高知国際中学校作成） 

 

 ※ 高知県立高知国際中学校は現在 MYP候補校であり、この資料は認定校に向けての研究段階

のものになります。 

※ 学習のプロセスは、学習内容を分かりやすくするために、詳細に記載しています。 
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6
月

７
月

世
界
の
地
域
構
成

３
学
期

分
野

地 理 的 分 野

み
ん
な
が
知
ら
な

い
よ
う
な
国
や
地

域
を
紹
介
し
よ
う

２
月

4
月

日
本
の
諸
地
域

世
界
の
地
域
構
成

世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

モ
ノ
や
コ
ト
の
多
様
性
は
環
境
と
の
関
係
性
が

生
み
出
す

関
係
性

人
は
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

世
界
を
認
識
す
る

社
会
の
仕
組
み
は
人
間
の
か
か
わ
り
方
に
よ
っ
て

変
化
す
る

時
間
、
場
所
、
空
間

シ
ス
テ
ム

規
模
、
多
様
性
、
パ
タ
ー
ン
と
ト
レ
ン
ド

空
間
的
時
間
的
位
置
づ
け

シ
ス
テ
ム

対
立
、
協
調
、
統
治

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
持
続
可
能
性

管
理
と
関
与
、
規
模

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
持
続
可
能
性

集
団
は
、
人
工
的
自
然
的
環
境
の
挑
戦
に
応
じ
て
独
自

に
自
ら
を
組
織
し
、
他
か
ら
の
影
響
を
取
り
入
れ
た
り

抗
っ
た
り
し
な
が
ら
仕
組
み
を
作
る

歴
史
の
と
ら
え
方
・
古
代
ま
で
の
日
本

近
世
の
日
本

新
た
な
価
値
観
や
状
況
と
の
遭
遇

は
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
拒
否
す

る
か
の
選
択
を
個
人
に
迫
る
。
そ
の

結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
や
発

展
を
実
現
す
る
た
め
に
全
体
は
急
進

派
や
復
古
派
な
ど
に
分
か
れ
て
対
立

す
る
（
Ⅰ
）

問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
新
た
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
生

ま
れ
る
が
、
限
界
が
来
る
と
そ
れ
ら
は
革
命
的
な
変
化
を
起
こ
す

歴
史
の
と
ら
え
方
・
古
代
～
近
世
の
日
本

も
の
の
見
方

革
新
・
革
命

空
間
的
時
間
的
位
置
づ
け

も
の
の
見
方

因
果
関
係
、
対
立
、
協
調

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
関
係
性

− 15 −



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

− 16 −



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

− 17 −



高知国際中学校 社会科地理的分野第３ユニット 

 

 ※ 高知県立高知国際中学校は現在 MYP候補校であり、この資料は認定校に向けての研究段階

のものになります。 

※ 学習のプロセスは、学習内容を分かりやすくするために、詳細に記載しています。 
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国際バカロレア「DP歴史」における「主体的・対話的で深い学び」の実践 

―DP生の声をふまえた提言― 

 

山本勝治（東京学芸大学附属国際中等教育学校）、木暮里咲・鈴木陽彦（同校DP修了生） 

 

【キーワード】評価（評価規準と評価基準），Key Questions，資料分析，主要概念 

 

１．はじめに ～DP生の紹介～ 

・自己紹介・DPについて 木暮里咲 
私は、小学校の頃インドネシアに父の仕事の

関係で行き、現地の IB 校で学びました。PYP
を通して、自分でプロジェクトを進めることや 

様々な分野の共通点を見つけることを学びま

した。中学で MYP を終了後、さらに多面的な

学びを追求していきたいと思い、DP に進みま

した〔注 1〕。 
その DP を通して私の学びに対する姿勢は 

大きく変わったと思います。私は、「一つの正

しい答えを見つける」ことをやめ、自分の知識

を用いてどのようにその知識を活かすことが

できるのかを考える力が身に着いたと思いま

す。一つの正しい答えではなく、自分の考える 

答えを論証できることが求められるのが DP、
特に歴史の特徴だと思っています。そのため、

出来事を理解するだけでなく、因果関係やどの

ように歴史が繋がっているのかを「フカボリ」

してきました。歴史的事実を暗記するだけでも 

歴史の勉強にはなりますが、私はそうでないこ

とを知りました。DP での 2 年間を通して自分

の学び方を考え直し、「一つの答え」ではなく、

「多くの答えの中での自分の答え」を論証する

方法を考えるようになっていきました。DP を 

取ったことで、苦労したものの、自分に合った

学び方を見つけることができて良かったと今

は思っています。 
・DP歴史を通して身についたことや良かった
こと（考え方やスキルなど） 鈴木陽彦  

報告者としてこのように文章を発表できる

ことを光栄に思う。私が DP の 2 年間を通し

て最も苦労した一方で最も情熱的に取り組ん

だ科目が歴史だった。大学でも歴史学を専攻す

る予定だ。DP の過程で取り組んだ EE（課題 

論文）では、歴史を選択し、田沼意次について

研究した。日本史は、DP 歴史ではほとんど取

り扱わないが〔注 2〕、DP 歴史で培った考え方や

スキルを大いに適用させることができた。例え

ば、政治や経済といった要素ごとに分けて考え 

る思考法、原因と結果といった歴史的概念の意

識、論理的思考力・記述力である。これに加え

て、授業や課題を通して身に着けた資料批判

（OPVL）の手法に基づいた、歴史研究をする

ための批判的な視点も研究に活用することが 

できた。このように、DP 歴史を通して、歴史

は考えるものだと知った。 
〔注〕 注は山本による。 
注 1： Primary Years Programme（初等教育プロ

グラム）、Middle Years Programme（中等教育プ 

ログラム）、DP など、IB には 4 つのプログラム

がある。本校では 1 年（中 1）～4 年（高 1）のす

べての生徒を対象に MYP を実施し、5･6 年（高 2･
3）の 2 年間は、各学年約 15 名の DP 生と、その

他の一般プログラム生に分かれる。  

注 2： 本校の「DP 歴史」は 20 世紀世界史が中心

で、そこには日本に関わる内容も含まれるが、近世

史は取り上げていない。選択の仕方によっては「DP
歴史」で日本史を深く扱うことも可能である。 

２．学習指導要領の改訂と「DP歴史」  

(1)新学習指導要領と IB教育の理念 

2 名の DP 生の文章からは、新学習指導要領

の改訂の趣旨とも重なるような IB教育の特質

が窺えるのではないだろうか。本報告では、

「DP 歴史」の実践を通して「主体的・対話的 

で深い学び」がどのように実現されているか紹

介し、新学習指導要領の理念に対応するような

歴史教育への転換に向けて具体的な提言をす

ることを目的とする。 
(2)教科・科目の「目標」と「ねらい」  

社会科・地理歴史科・公民科に相当する IB
（MYP･DP）の教科名は、Individuals and 
societies（「個人と社会」）である。新しい高等

学校学習指導要領の「地理歴史科」の「目標」
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に書かれている「社会的な見方・考え方を働か 

せ、課題を追究したり解決したりする活動」が、

「DP 個人と社会」や「DP 歴史」の「ねらい」

には具体的に示されている。「目標」を達成す

るために、どのような活動を通してどのような

スキルをのばしていけばよいかが、具体化され 

ているといえよう（【資料１～４】）。 
(3)3つの資質・能力と 4つの評価目標（観点） 

今回の学習指導要領改訂では、「教育課程全

体を通して育成を目指す資質・能力」として、

①「知識・技能」の習得、②「思考力・判断力・ 

表現力等」の育成、③「学びに向かう力・人間

性等」の涵養、の 3 つの柱が示された。このう

ち①と②については、IB の評価目標（評価観

点）が対応し得る。「DP 歴史」の評価目標は、

次の 4 つである。詳細は【資料５】参照。  

1. 知識と理解 
2. 応用と分析 
3. 知識の統合と評価 
4. 適切なスキルの活用と応用 
MYP･DP では、評価目標に対応した評価基 

準表（ルーブリック、マークバンド）があり（【資

料６】）、そこから 7 段階評価が換算・算出され

る。7 段階それぞれがどの程度のレベルなのか、

教科ごとに明記されている（【資料７】）。 
評定を決める際に、3 つの「資質・能力」の 

それぞれがどの程度身についているか、評定 5
段階のレベルを客観的に示す「基準」やその算

出根拠が必要なはずであるが、そのような評価

の妥当性や公正さに関する議論はあまりなさ

れていないのが現状であろう。  

３．「DP歴史」の学習項目 

(1)外部評価（Paper 1～3）と内部評価（IA） 

外部評価の最終試験（Paper 1～3）の点数と、

内部評価（Internal assessment）の「歴史研

究」の点数を合算して 7 段階で評価される。試 

験は論述式で、設定された探究課題について、

多面的視点から根拠を示して論理的にエッセ

イをまとめる能力が求められる。 

(2)学習項目の再編 

Paper 1～3 のそれぞれに対応した選択肢の 

中から DP History guide に規定された条件に

したがっていくつかのトピックを選び、それら

を時代の流れや因果関係が捉えやすくなるよ

うに再編して 2 年間のシラバスを作成してい

る。本校では 20 世紀世界史に関わるテーマを 

重点的に取り上げている。高度な歴史的思考力

を必要とする「深い学び」を実現するためにも、

扱う範囲（時代など）については狭くなるよう

配慮している（【資料８】）。 
４．「DP歴史」の授業実践（【資料９】）  

(1)テキスト・教材 

本校の「DP 歴史」は日本語による授業で、

最終試験（Paper 1～3）も IA も日本語で書く

ことになる。教材としては、DP History のテ

キストとして発行されている英語の文献を中 

心に用いている。併せて、文科省検定教科書『世

界史 A』（東京書籍）、『ニューステージ世界史

詳覧』（浜島書店）、『世界史史料』（岩波書店）、

新書・選書を中心とした一般的な歴史書等、日

本語による文献も適宜使用している。  

(2)Key Question(s)に基づく探究学習 
 各単元の最初に Key Question(s)を提示し、

その探究課題に答えていくために生徒が個人

やペアで調査し、発表し、議論し、論点を整理

していくことが授業の中心となっている。  

本校のカリキュラムにおいて DP 生は、高校

段階の世界史・日本史の授業を全く履修せずに

「DP 歴史」の学習を行っている（教育課程特

例校申請で「世界史 A」を代替）。基本的な知

識が無い状態で高度な内容を伴う「DP 歴史」 

を履修するのは無謀であると思われるかもし

れない。しかし、探究課題を意識した上でそれ

を追究していくために必要な生きた知識を生

徒自らが主体的に身につけ、大学の歴史学のゼ

ミのような高度な議論、即ち「主体的・対話的 

で深い学び」を、いつも楽しそうに展開してい

る。授業が終わって休み時間に入ってからも生

徒間で議論が続いていることが珍しくない。 
(3)資料分析の手法（OPVL） 
「DP 歴史」では、最終試験に対応するため 

の学習に関しても、個別研究である IA に関し

ても、探究課題の設定とともに、資料分析が重

視される。資料の Origin（出所・出典）、Purpose
（目的）とContent（内容）について、Values
（価値）と Limitations（限界）を分析し、そ 

の分析に基づいて論の根拠として資料を活用

することができるようになる。 
「DP 歴史」を通して、生徒は歴史学の手法

を習得していくことになるのである。 
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しい答えを見つける」ことをやめ、自分の知識
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できるのかを考える力が身に着いたと思いま

す。一つの正しい答えではなく、自分の考える 

答えを論証できることが求められるのが DP、
特に歴史の特徴だと思っています。そのため、

出来事を理解するだけでなく、因果関係やどの

ように歴史が繋がっているのかを「フカボリ」

してきました。歴史的事実を暗記するだけでも 

歴史の勉強にはなりますが、私はそうでないこ

とを知りました。DP での 2 年間を通して自分

の学び方を考え直し、「一つの答え」ではなく、
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方法を考えるようになっていきました。DP を 

取ったことで、苦労したものの、自分に合った

学び方を見つけることができて良かったと今

は思っています。 
・DP歴史を通して身についたことや良かった
こと（考え方やスキルなど） 鈴木陽彦  

報告者としてこのように文章を発表できる

ことを光栄に思う。私が DP の 2 年間を通し

て最も苦労した一方で最も情熱的に取り組ん

だ科目が歴史だった。大学でも歴史学を専攻す

る予定だ。DP の過程で取り組んだ EE（課題 

論文）では、歴史を選択し、田沼意次について

研究した。日本史は、DP 歴史ではほとんど取

り扱わないが〔注 2〕、DP 歴史で培った考え方や
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る思考法、原因と結果といった歴史的概念の意
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て、授業や課題を通して身に着けた資料批判
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ための批判的な視点も研究に活用することが 

できた。このように、DP 歴史を通して、歴史

は考えるものだと知った。 
〔注〕 注は山本による。 
注 1： Primary Years Programme（初等教育プロ

グラム）、Middle Years Programme（中等教育プ 

ログラム）、DP など、IB には 4 つのプログラム

がある。本校では 1 年（中 1）～4 年（高 1）のす

べての生徒を対象に MYP を実施し、5･6 年（高 2･
3）の 2 年間は、各学年約 15 名の DP 生と、その

他の一般プログラム生に分かれる。  

注 2： 本校の「DP 歴史」は 20 世紀世界史が中心

で、そこには日本に関わる内容も含まれるが、近世

史は取り上げていない。選択の仕方によっては「DP
歴史」で日本史を深く扱うことも可能である。 
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2 名の DP 生の文章からは、新学習指導要領
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が窺えるのではないだろうか。本報告では、
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で深い学び」がどのように実現されているか紹

介し、新学習指導要領の理念に対応するような
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国際バカロレア「DP歴史」における「主体的・対話的で深い学び」の実践  資料編 
 
 

【資料１】 新高等学校学習指導要領の「地理歴史」の「目標」 

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に

主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1) 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られ
る課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を

尊重することの大切さについての自覚などを深める。 
 

【資料２】 新高等学校学習指導要領の歴史科目の「目標」 

「歴史総合」の「目標」 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 
(1) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わ
る近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよう

にする。 
(2) 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに
着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力

や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 
(3) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養う
とともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国

の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

「日本史探究」の「目標」 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 
(1) 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに，諸
資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想

したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 
(3) 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化

を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

「世界史探究」の「目標」 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 
(1) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解するとともに，諸資
料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現代世界と
のつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて

構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 
(3) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度
を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国

や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 
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【資料３】 「DP 個人と社会」の「ねらい」 Group 3 (Individuals and societies) aims 
The aims of all subjects in group 3, individuals and societies, are to: 
グループ３「個人と社会」の科目はすべて、以下の点を学習のねらいとしています。 

1.  encourage the systematic and critical study of: human experience and behaviour; physical, economic and social 
environments; the history and development of social and cultural institutions 
「人々の経験と行動」、「物理的・経済的・社会的環境」、「社会制度や文化的慣習の発展とその歴史」について、体系的か

つ批判的な学習を奨励する。 
2.  develop in the student the capacity to identify, to analyse critically and to evaluate theories, concepts and arguments about 

the nature and activities of the individual and society 
個人と社会の性質や活動についての理論、概念、議論を認識して、それらを批判的に分析、評価する力を育む。 

3.  enable the student to collect, describe and analyse data used in studies of society, to test hypotheses and interpret complex 
data and source material 
社会を研究するためのデータを収集して説明および分析する能力、仮説を検証する能力、複雑なデータや文献を解釈する能力

を育む。 
4.  promote the appreciation of the way in which learning is relevant to both the culture in which the student lives and the 

culture of other societies 
学ぶということは自分たちが属する社会の文化と他の社会の文化の双方に関連するものであるという理解を促す。 

5.  develop an awareness in the student that human attitudes and opinions are widely diverse and that a study of society 
requires an appreciation of such diversity 
人々の態度や意見は多様であり、社会の研究にあたってはその多様性を受け入れる必要があるという理解を育む。 

6.  enable the student to recognize that the content and methodologies of the subjects in group 3 are contestable and that 
their study requires the toleration of uncertainty. 
グループ３の科目の内容や方法論には議論の余地があり、この分野の学問では不確実性を容認する姿勢が求められるという認

識を育む。 
 

【資料４】 「DP 歴史」の「ねらい」 History aims 
The aims of the history course at SL and HL are to: 
上記（【資料３】「DP 個人と社会」の「ねらい」）に加え、「歴史」（SL･HL）では、以下の点もねらいとしています。 

7.  develop an understanding of, and continuing interest in, the past 
過去に対する理解と、過去への飽くなき興味を育む。 

8.  encourage students to engage with multiple perspectives and to appreciate the complex nature of historical concepts, 
issues, events and developments 
多数のものの見方に触れて、歴史的な概念、問題、出来事、発展の複雑さに価値を認めるよう奨励する。 

9.  promote international-mindedness through the study of history from more than one region of the world 
複数の地域の歴史を学ぶことにより、国際的な視野を育てる。 

10. develop an understanding of history as a discipline and to develop historical consciousness including a sense of chronology 
and context, and an understanding of different historical perspectives 
学問領域としての歴史に対する理解を育み、年代や前後関係の感覚をはじめとする歴史的な意識を育て、歴史に対する異なる

視点の理解を育む。 
11. develop key historical skills, including engaging effectively with sources 

文献を的確に扱うスキルなど、歴史学の重要なスキルを習得する。 
12. increase students’ understanding of themselves and of contemporary society by encouraging reflection on the past. 

過去を考察することにより、自分自身と現代の社会に対する理解を深める。 
 

 

【資料５】 「DP 歴史」の評価目標 Assessment objectives 
評価目標１：知識と理解 Knowledge and understanding 
Demonstrate detailed, relevant and accurate historical knowledge. 

詳細、適切、正確な歴史の知識がある。 
Demonstrate understanding of historical concepts and context. 

歴史的概念と歴史的文脈を理解している。 
Demonstrate understanding of historical sources. (Internal assessment and paper 1) 

歴史の文献に対する理解を示す。（内部評価と「試験問題１」） 

国際バカロレア「DP歴史」における「主体的・対話的で深い学び」の実践  資料編 
 
 

【資料１】 新高等学校学習指導要領の「地理歴史」の「目標」 

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に

主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1) 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られ
る課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を

尊重することの大切さについての自覚などを深める。 
 

【資料２】 新高等学校学習指導要領の歴史科目の「目標」 

「歴史総合」の「目標」 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 
(1) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わ
る近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよう

にする。 
(2) 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに
着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力

や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 
(3) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養う
とともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国

の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

「日本史探究」の「目標」 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 
(1) 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに，諸
資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想

したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 
(3) 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化

を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

「世界史探究」の「目標」 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 
(1) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解するとともに，諸資
料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現代世界と
のつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて

構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 
(3) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度
を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国

や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 
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評価目標２：応用と分析 Application and analysis 
Formulate clear and coherent arguments. 

明瞭で論理的な議論を組み立てる。 
Use relevant historical knowledge to effectively support analysis. 

関連性の高い歴史の知識を使用して、分析を効果的に裏づける。 
Analyse and interpret a variety of sources. (Internal assessment and paper 1) 

さまざまな文献を分析し、解釈する。（内部評価と「試験問題１」） 

評価目標３：知識の統合と評価 Synthesis and evaluation 
Integrate evidence and analysis to produce a coherent response. 

証拠と分析を統合して、論理的な議論を構築する。 
Evaluate different perspectives on historical issues and events, and integrate this evaluation effectively into a response. 

歴史上の問題や出来事についての異なる視点を評価して、議論に有効に統合する。 
Evaluate sources as historical evidence, recognizing their value and limitations. (Internal assessment and paper 1) 

歴史的根拠として文献を評価し、その価値と限界を認識する。（内部評価と「試験問題１」） 
Synthesize information from a selection of relevant sources. (Internal assessment and paper 1) 

関連する文献から得た情報を統合する。（内部評価と「試験問題１」） 

評価目標４：適切なスキルの活用と応用 Use and application of appropriate skills 
Structure and develop focused essays that respond effectively to the demands of a question. 

設問の要求に的確に応える、的の絞れた小論文を構成し、作成する。 
Reflect on the methods used by, and challenges facing, the historian. (Internal assessment) 

歴史学者が用いる方法論と歴史学者が直面する課題について考察する。（内部評価） 
Formulate an appropriate, focused question to guide a historical inquiry. (Internal assessment) 

歴史の探究を導く適切かつ的の絞れた質問を組み立てる。（内部評価） 
Demonstrate evidence of research skills, organization, referencing and selection of appropriate sources. (Internal assessment) 

リサーチスキル、および適切な文献を選択して参照し整理する能力があることを示す。（内部評価） 
 
 
 

【資料６】 「DP 歴史」のマークバンド（評価基準表）：「世界史トピック」（Paper 2に対応）の場合 
評点 レベルの説明 

0 答案が以下のレベル説明の基準に達していない。 

1-3 

・設問の要求をほとんど理解していない。小論文に構成が認められないか、認められるとしても設問の焦点から外れて

いる。 
・設問が扱う世界史のトピックに対する知識がほとんど見受けられない。 
・議論のために例を挙げてはいるが、事実的に間違っているか、設問に無関係、もしくは不明瞭である。 
・批判的分析がほとんど（あるいはまったく）見受けられない。答案のほとんどが一般論や根拠の不十分な主張で構成

されている。 

4-6 

・設問の要求をある程度理解している。答案を体系的に構成しようとした試みが見受けられるものの、明瞭さと一貫性

に欠ける。 
・設問が扱う世界史のトピックに対する知識が示されているが、正確性もしくは関連性に欠ける。表面的なレベルでは

あるが、歴史的文脈に対する理解が見受けられる。 
・議論のために特定の例を挙げてはいるものの、不明瞭であるか、設問への関連性に欠ける。 
・不十分ではあるが、多少の分析が見受けられる。ただし、答案は記述的・描写的な性質が強く、分析的であるとは言

い難い。 

7-9 

・設問の要求を理解しているが、答案ではその要求が部分的にしか満たされていない。答案を体系的に構成しようとし

た試みが見受けられる。 
・設問が扱う世界史のトピックに対する知識はおおむね正確であり、設問への関連性もある。歴史上の出来事をおおむ

ね歴史的文脈に位置づけて論じている。 
・議論のために選んだ例は適切であり、設問への関連性もある。（設問にとって適切な）比較や関連づけが行われてい

る。 
・ある程度の分析もしくは批判的論評が見受けられ、答案は記述・描写の域を超えていると言えるが、このレベルが答

案全体にわたって維持されているわけではない。 
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10-12 

・設問の要求を理解しており、答案もこれに沿って作成されている。答案はおおむねよく構成されているが、ところど

ころ繰り返しや不明瞭さが見受けられる。 
・設問が扱う世界史のトピックに対する知識はおおむね正確であり、設問への関連性もある。歴史上の出来事をおおむ

ね歴史的文脈に位置づけて論じており、歴史的概念に対するある程度の理解も見受けられる。 
・議論のために選んだ例は適切であり、設問への関連性もあるうえ、分析・評価を裏づけるための根拠として使われて

いる。（設問にとって適切な）比較や関連づけが効果的に行われている。 
・批判的分析が行われており、その大部分が明瞭で、一貫性もある。異なる視点に対する認識と評価がある程度見受け

られる。主要点のほとんどは根拠によって裏づけられており、議論が結論へと論理的につながっている。 

13-15 

・設問の趣旨に的確に沿って答案が作成されており、設問が含意するところとその要求に対する高度な理解も見られる。

答案はよく構成され、効果的に整理されている。 
・設問が扱う世界史のトピックに対する知識は正確で、設問への関連性もある。歴史上の出来事を歴史的文脈に位置づ

けて論じており、歴史的概念に対する明確な理解も見られる。 
・議論のために選んだ例は適切であり、設問への関連性もあるうえ、分析・評価を裏づけるための根拠として効果的に

使われている。（設問にとって適切な）比較や関連づけが効果的に行われている。 
・明瞭かつ一貫性のある批判的分析が行われている。異なる視点に対する評価が行われており、またこの評価が答案に

効果的に組み込まれている。すべての（あるいはほぼすべての）主要点が根拠によって裏づけられており、議論が結

論へと論理的につながっている。 
 
 
 

【資料７】 「DP 個人と社会」の評価基準 

評
価
７ 

・批判的思考のスキルに、概念に対する認識、洞察、知識、および理解が明確に表れている。 

・十分に発展させ､論理的で筋道を立てた方法で構成し､適切な例を挙げて説明した解答を述べる､高いレベルの能力がある。 

・科目特有の専門用語を正確に用いる。 

・関連文献に精通している。 

・証拠を分析、評価し、知識と概念を総合する能力がある。 

・選択可能な観点や、主観的かつイデオロギー的な偏見を認識し、暫定的ながら、理性的な結論に達する能力がある。 

・批判的な振り返りの思考の証拠が一貫して認められる。 

・データの分析および評価、または問題解決において、高いレベルの能力がある。 

評
価
６ 

・詳細な知識と理解を示している。 
・筋道を立てた方法で論理的に構成され、十分に発展させた解答を述べる。 
・一貫して適切な専門用語を用いる。 
・知識や概念を分析、評価、総合する能力がある。 
・関連のある研究や理論、問題に対する知識があり、それらを発展させるもととなった、さまざまな観点や文脈を認識している。 
・批判的思考の証拠が一貫して見られる。 
・データを分析および評価、または的確に問題を解決する能力がある。 

評
価
５ 

・科目特有の専門用語を用いて、科目についての適切な知識と理解を示している。 
・解答は論理的に筋道を立てた方法で構成されているが、十分に発展させられてはいない。 
・知識と概念をまとめ、的確な答えを述べるいくらかの試みがなされている。 
・評価的というよりも説明的な傾向があるが、対比的な観点を提示・発展させる能力がいくらか示されている。 
・批判的思考の証拠がいくらかは認められる。 
・データを分析および評価、または問題を解決する能力がある。 

評
価
４ 

・孤立した、断片的な、無関係、または「常識的な」ポイントの単なる引用にとどまらない、科目についての確かな知識と

理解を示している。 
・解答を構成するいくらかの能力はあるが、明確さは不十分であり、いくらかの重複も見られる。 
・科目特有の専門用語を用いて、知識と理解を示す能力がある。 
・事実や考えが原理や概念に関連づけられていたり、そのなかで具体化されていたりするということについていくらか理

解している。 
・考えを発展させ、主張を立証するいくらかの能力がある。 
・分析的というよりも説明的に知識や理解を用いる。 
・知識や理解の欠如を、その知識の初歩的な応用や評価によって埋め合わせるいくらかの能力がある。 
・データを解析し、問題を解決する能力があり、分析および評価を行おうとするいくらかの能力がある。 

 
 
 

評価目標２：応用と分析 Application and analysis 
Formulate clear and coherent arguments. 

明瞭で論理的な議論を組み立てる。 
Use relevant historical knowledge to effectively support analysis. 

関連性の高い歴史の知識を使用して、分析を効果的に裏づける。 
Analyse and interpret a variety of sources. (Internal assessment and paper 1) 

さまざまな文献を分析し、解釈する。（内部評価と「試験問題１」） 

評価目標３：知識の統合と評価 Synthesis and evaluation 
Integrate evidence and analysis to produce a coherent response. 

証拠と分析を統合して、論理的な議論を構築する。 
Evaluate different perspectives on historical issues and events, and integrate this evaluation effectively into a response. 

歴史上の問題や出来事についての異なる視点を評価して、議論に有効に統合する。 
Evaluate sources as historical evidence, recognizing their value and limitations. (Internal assessment and paper 1) 

歴史的根拠として文献を評価し、その価値と限界を認識する。（内部評価と「試験問題１」） 
Synthesize information from a selection of relevant sources. (Internal assessment and paper 1) 

関連する文献から得た情報を統合する。（内部評価と「試験問題１」） 

評価目標４：適切なスキルの活用と応用 Use and application of appropriate skills 
Structure and develop focused essays that respond effectively to the demands of a question. 

設問の要求に的確に応える、的の絞れた小論文を構成し、作成する。 
Reflect on the methods used by, and challenges facing, the historian. (Internal assessment) 

歴史学者が用いる方法論と歴史学者が直面する課題について考察する。（内部評価） 
Formulate an appropriate, focused question to guide a historical inquiry. (Internal assessment) 

歴史の探究を導く適切かつ的の絞れた質問を組み立てる。（内部評価） 
Demonstrate evidence of research skills, organization, referencing and selection of appropriate sources. (Internal assessment) 

リサーチスキル、および適切な文献を選択して参照し整理する能力があることを示す。（内部評価） 
 
 
 

【資料６】 「DP 歴史」のマークバンド（評価基準表）：「世界史トピック」（Paper 2に対応）の場合 
評点 レベルの説明 

0 答案が以下のレベル説明の基準に達していない。 

1-3 

・設問の要求をほとんど理解していない。小論文に構成が認められないか、認められるとしても設問の焦点から外れて

いる。 
・設問が扱う世界史のトピックに対する知識がほとんど見受けられない。 
・議論のために例を挙げてはいるが、事実的に間違っているか、設問に無関係、もしくは不明瞭である。 
・批判的分析がほとんど（あるいはまったく）見受けられない。答案のほとんどが一般論や根拠の不十分な主張で構成

されている。 

4-6 

・設問の要求をある程度理解している。答案を体系的に構成しようとした試みが見受けられるものの、明瞭さと一貫性

に欠ける。 
・設問が扱う世界史のトピックに対する知識が示されているが、正確性もしくは関連性に欠ける。表面的なレベルでは

あるが、歴史的文脈に対する理解が見受けられる。 
・議論のために特定の例を挙げてはいるものの、不明瞭であるか、設問への関連性に欠ける。 
・不十分ではあるが、多少の分析が見受けられる。ただし、答案は記述的・描写的な性質が強く、分析的であるとは言

い難い。 

7-9 

・設問の要求を理解しているが、答案ではその要求が部分的にしか満たされていない。答案を体系的に構成しようとし

た試みが見受けられる。 
・設問が扱う世界史のトピックに対する知識はおおむね正確であり、設問への関連性もある。歴史上の出来事をおおむ

ね歴史的文脈に位置づけて論じている。 
・議論のために選んだ例は適切であり、設問への関連性もある。（設問にとって適切な）比較や関連づけが行われてい

る。 
・ある程度の分析もしくは批判的論評が見受けられ、答案は記述・描写の域を超えていると言えるが、このレベルが答

案全体にわたって維持されているわけではない。 
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評
価
３ 

・科目についてのいくらかの知識と理解を示している。 
・構成に関する基本的な感覚はあるが、解答全体に用いられてはいない。 
・科目に適切な専門用語を基本的に用いることができる。 
・事実や考えを結びつけるいくらかの能力がある。 
・データを理解し、問題を解決するいくらかの能力がある。 

評
価
２ 

・科目についての知識と理解は限定的である。 
・解答には構成の感覚がいくらか見てとれる。 
・科目に適切な専門用語の使用は限定的である。 
・事実と考えを結びつける能力は限定的である。 
・データを理解し、問題を解決する基本的な能力がある。 

評
価
１ 

・科目についての知識や理解は大変限定的である。 
・解答には、まとまった構成はほぼない。 
・専門用語の使い方は不適切または不十分である。 
・データを理解したり、また問題を解決したりする能力は限定的である。 

 
 

【資料８】 本校で選択している学習項目 

指定学習項目（Paper 1に対応） 

⇒ 

学習項目の再編 

 
DP 1年目：第5学年（高2） 

①第一次世界大戦 
②戦間期前半のヨーロッパ 
③戦間期後半のヨーロッパ 
④ヨーロッパにおける第二

次世界大戦 
⑤満州事変～日中戦争 
⑥アジア太平洋における第

二次世界大戦 
 
DP 2年目：第6学年（高3） 

（～10月） 

 ⑦冷戦：第二次世界大戦後の

世界 
 ⑧冷戦の終結 
 ⑨第二次世界大戦後のヨー

ロッパ 

3. 世界規模の戦争への動き 
事例研究1：東アジアにおける日本の拡張政策 

（1931～41年） 
事例研究2：ドイツとイタリアの拡張政策 

（1933～40年） 

授業時間の目安：40時間 
24点満点↓ 

最終評価の配点比率 
20% 

世界史トピック（Paper 2に対応） 
11. 20世紀の戦争の原因と結果 

     戦争の原因 
戦争の過程と結果への影響 
結果 

12. 冷戦：超大国の緊張と対立 
    対立関係、不信、和解 
    指導者と国家 
    冷戦が引き起こした危機 

授業時間の目安：90時間 
30点満点（15点×2）↓ 
最終評価の配点比率 

25% 

HL選択項目〔Depth studies〕（Paper 3に対応）  
4. ヨーロッパの歴史 〔下記注※〕 

14. 戦間期のヨーロッパ諸国家（1918～39年） 
15. ヴェルサイユからベルリンへ：ヨーロッパの
外交（1919～45年） 

17. 戦後の西ヨーロッパと北ヨーロッパ（1945～
2000年） 

授業時間の目安：90時間 
45点満点（15点×3）↓ 
最終評価の配点比率 

35% 

内部評価 Internal assessment (IA) 
歴史研究 Historical investigation 
   資料の説明と分析（6点） 
   研究（15点） 
   考察（4点） 

授業時間の目安：20時間 
25点満点↓ 

最終評価の配点比率 
20% 

 
 

DP2年目の11月前半 
最終試験（Paper 1,2,3）を受験 

↓ 
DP2年目の1月初め 
最終結果（Subject Results）  総授業時間数：240時間  

 注※：日本国内のDP校の多くは、HL選択項目〔Depth studies〕として「3. アジアとオセアニアの歴史」を選択しています。 
 
 
【参考文献】 

・DP History guide (First examination 2017), January 2015、『DP「歴史」指導の手引き』（2017年第 1回試験、2015年 1月発
行の英語原本History guideの日本語版、2016年 3月改訂） ・・・資料３～６の出典 
・『DP成績評価の説明』（2017年 12月より適用、2016年 3月改訂）p.61-63 ・・・資料７の出典 
・拙稿「高校世界史における探究課題の設定による歴史的思考力の育成～国際バカロレアのDP Historyの実践を通して～」『日本
社会科教育学会全国大会発表論文集』第 12号（第 66回全国研究大会）、2016年 
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）
の
指
導

「
D

P歴
史
」
に
お
け
る
歴
史
的
思
考
力
の
育
成

評
価
３ 

・科目についてのいくらかの知識と理解を示している。 
・構成に関する基本的な感覚はあるが、解答全体に用いられてはいない。 
・科目に適切な専門用語を基本的に用いることができる。 
・事実や考えを結びつけるいくらかの能力がある。 
・データを理解し、問題を解決するいくらかの能力がある。 

評
価
２ 

・科目についての知識と理解は限定的である。 
・解答には構成の感覚がいくらか見てとれる。 
・科目に適切な専門用語の使用は限定的である。 
・事実と考えを結びつける能力は限定的である。 
・データを理解し、問題を解決する基本的な能力がある。 

評
価
１ 

・科目についての知識や理解は大変限定的である。 
・解答には、まとまった構成はほぼない。 
・専門用語の使い方は不適切または不十分である。 
・データを理解したり、また問題を解決したりする能力は限定的である。 

 
 

【資料８】 本校で選択している学習項目 

指定学習項目（Paper 1に対応） 

⇒ 

学習項目の再編 

 
DP 1年目：第5学年（高2） 

①第一次世界大戦 
②戦間期前半のヨーロッパ 
③戦間期後半のヨーロッパ 
④ヨーロッパにおける第二

次世界大戦 
⑤満州事変～日中戦争 
⑥アジア太平洋における第

二次世界大戦 
 
DP 2年目：第6学年（高3） 

（～10月） 

 ⑦冷戦：第二次世界大戦後の

世界 
 ⑧冷戦の終結 
 ⑨第二次世界大戦後のヨー

ロッパ 

3. 世界規模の戦争への動き 
事例研究1：東アジアにおける日本の拡張政策 

（1931～41年） 
事例研究2：ドイツとイタリアの拡張政策 

（1933～40年） 

授業時間の目安：40時間 
24点満点↓ 

最終評価の配点比率 
20% 

世界史トピック（Paper 2に対応） 
11. 20世紀の戦争の原因と結果 

     戦争の原因 
戦争の過程と結果への影響 
結果 

12. 冷戦：超大国の緊張と対立 
    対立関係、不信、和解 
    指導者と国家 
    冷戦が引き起こした危機 

授業時間の目安：90時間 
30点満点（15点×2）↓ 
最終評価の配点比率 

25% 

HL選択項目〔Depth studies〕（Paper 3に対応）  
4. ヨーロッパの歴史 〔下記注※〕 

14. 戦間期のヨーロッパ諸国家（1918～39年） 
15. ヴェルサイユからベルリンへ：ヨーロッパの
外交（1919～45年） 

17. 戦後の西ヨーロッパと北ヨーロッパ（1945～
2000年） 

授業時間の目安：90時間 
45点満点（15点×3）↓ 
最終評価の配点比率 

35% 

内部評価 Internal assessment (IA) 
歴史研究 Historical investigation 
   資料の説明と分析（6点） 
   研究（15点） 
   考察（4点） 

授業時間の目安：20時間 
25点満点↓ 

最終評価の配点比率 
20% 

 
 

DP2年目の11月前半 
最終試験（Paper 1,2,3）を受験 

↓ 
DP2年目の1月初め 
最終結果（Subject Results）  総授業時間数：240時間  

 注※：日本国内のDP校の多くは、HL選択項目〔Depth studies〕として「3. アジアとオセアニアの歴史」を選択しています。 
 
 
【参考文献】 

・DP History guide (First examination 2017), January 2015、『DP「歴史」指導の手引き』（2017年第 1回試験、2015年 1月発
行の英語原本History guideの日本語版、2016年 3月改訂） ・・・資料３～６の出典 
・『DP成績評価の説明』（2017年 12月より適用、2016年 3月改訂）p.61-63 ・・・資料７の出典 
・拙稿「高校世界史における探究課題の設定による歴史的思考力の育成～国際バカロレアのDP Historyの実践を通して～」『日本
社会科教育学会全国大会発表論文集』第 12号（第 66回全国研究大会）、2016年 
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20
19

/2
/1
3 2

9.
(a

)
資
料

Jに
よ
れ
ば
、
日
独
伊
三
国
同
盟
の
締
結
は
イ
ギ
リ
ス
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

※
資
料

J：
歴
史
書
か
ら
の
抜
粋

9.
(b

)
資
料

Lは
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

※
資
料

L：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
風
刺
画

探
究
課
題
（
問
い
）
の
例
：

Pa
pe

r 1
 の
場
合

10
.

19
40
年

9月
に
締
結
さ
れ
た
日
独
伊
三
国
同
盟
を
研
究
す
る

歴
史
学
者
に
と
っ
て
、
資
料

Iは
ど
の
よ
う
な
価
値
と
限
界
を
も
つ

の
か
を
、
資
料
の
出
所
、
目
的
、
内
容
に
言
及
し
な
が
ら
分
析
し
な

さ
い
。 ※
資
料

I：
日
独
伊
三
国
同
盟
の
最
初
の

3カ
条

探
究
課
題
（
問
い
）
の
例
：

Pa
pe

r 1
 の
場
合

11
.
日
独
伊
三
国
同
盟
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
資
料

Jと
資
料

K
が

示
す
も
の
を
比
較
・
対
比
し
な
さ
い
。

※
資
料

J、
資
料

K
：
歴
史
書
か
ら
の
抜
粋

12
.
１
９
４
１
年
末
ま
で
の
日
本
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
し
て

日
独
伊
三
国
同
盟
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
、
資
料

と
自
身
の
知
識
を
用
い
て
評
価
し
な
さ
い
。

探
究
課
題
（
問
い
）
の
例
：

Pa
pe

r 1
 の
場
合

21
.
２
０
世
紀
に
起
き
た
内
戦
を
異
な
る
地
域
か
ら

2つ
取
り
上
げ
、

こ
れ
ら
の
内
戦
の
勃
発
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
を
考
察

し
な
さ
い
。

24
.
異
な
る
地
域
か
ら
選
ん
だ

2つ
の
危
機
が
冷
戦
の
過
程
に
与

え
た
影
響
を
評
価
し
な
さ
い
。

探
究
課
題
（
問
い
）
の
例
：

Pa
pe

r 2
の
場
合

29
.
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
は
公
正
か
つ
妥
当
な
講
和
条
約
平
和

条
約
で
あ
っ
た
」
。
こ
の
見
解
に
ど
の
程
度
同
意
す
る
か
を
述
べ
な

さ
い
。

33
.

19
45
～

20
00
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
理
由
、
お
よ
び
統
合

の
程
度
に
つ
い
て
考
察
し
な
さ
い
。

探
究
課
題
（
問
い
）
の
例
：

Pa
pe

r 3
 の
場
合

“T
he

 R
ep

ub
lic

an
s l

os
t t

he
 S

pa
ni

sh
 C

iv
il 

W
ar

 b
ec

au
se

 
t h

ey
 la

ck
ed

 in
te

rn
at

io
na

l s
up

po
rt

.”
To

 w
ha

t e
xt

en
t d

o 
yo

u 
ag

re
e w

ith
 th

is
 st

at
em

en
t?

「
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
政
府
側
は
、
国
際
的
支
援
が
な
か
っ
た
た

め
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
敗
れ
た
。
」
こ
の
見
解
に
ど
の
程
度
同

意
す
る
か
を
述
べ
な
さ
い
。

探
究
課
題
（
問
い
）
の
例

本
校

D
P生

（
高

2）
に
出
題
し
た
期
末
テ
ス
ト

R
ic

h
ar

d
O

ve
ry
著
「
ナ
チ
経
済
―
戦
争
に
向
け
て
準
備
さ
れ
た
の
か
？
」

（
『
H

is
to

ry
R

e
vi

e
w
』
3
1
、

1
9
9
8
年

9
月
）
か
ら
の
抜
粋
。
『
H

is
to

ry
R

e
vi

e
w
』

は
、
現
代
史
家
の
権
威
あ
る
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
主
要
学
術
雑
誌
で

あ
っ
た
が
、

2
0
1
2
年
に
廃
刊
さ
れ
た
。

O
ve

ry
は
卓
越
し
た
歴
史
家
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
エ
ク
ス
タ
ー
大
学
の
歴
史
学
の
教
授
で
あ
る
。

…
軍
隊
自
体
が
、
そ
の
進
度
と
特
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
、
ド
イ
ツ
の
軍
事
力
を
用
心
深
く
そ
し
て
少
し
ず
つ
再
建
す
る
こ
と

に
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
第
一
の
優
先
事
項
は
、
強
制
さ
れ
た
軍
備
制

限
の
期
間
に
お
い
て
閉
鎖
さ
れ
た
り
破
壊
さ
れ
た
り
し
て
い
た
軍
隊
生

資
料
分
析
の
手
法
：
O

PV
L

資
料
の
例

活
の
基
盤
（
兵
舎
、
飛
行
場
、
訓
練
学
校
）
を
再
建
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
最
初
の
空
軍
生
産
計
画
は
大
部
分
が
訓
練
機
の
生
産
に
充
て
ら
れ

た
。

19
34
年
か
ら

38
年
ま
で
の
期
間
、
航
空
機
生
産
の

58
％
が
訓
練

機
に
充
て
ら
れ
、
戦
闘
機
は

18
％
の
み
で
あ
っ
た
。
戦
車
の
製
造
は

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、

19
34
年

3月
に
出
さ
れ
た
戦
艦
生
産
計
画
は

19
30
年
代
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
再
軍
備
は
い
か
な
る

段
階
に
お
い
て
も
達
成
す
る
の
に
時
間
を
要
し
た
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ

が
19

33
年
に
非
常
に
低
い
水
準
の
基
盤
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

資
料
分
析
の
手
法
：
O

PV
L

資
料
の
例
（
続
き
）

【
解
答
例
】

価
値
（

Va
lu

es
）
：

・
権
威
あ
る
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
、
歴
史
学
会
で

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
著
者
に
よ
る
論
文
で
あ
る
点

か
ら
、
内
容
に
つ
い
て
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
で
あ
る
た
め
、
当
時
ド
イ
ツ
に

対
す
る
脅
威
が
よ
り
直
接
的
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
等
の

歴
史
家
に
比
べ
て
中
立
的
な
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

出
典
（

O
rig

in
)

目
的
・
内
容
（
Pu

rp
os

e 
&

 c
on

te
nt

)
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限
界
（

Li
m

ita
tio

ns
）

・
20

12
年
に
廃
刊
さ
れ
た
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
学
会
に
お
け
る
通
説
で
は
な
い
古
い
学
説
（
解
釈
）
で
あ
る
可
能
性

が
あ
る
。

・
ド
イ
ツ
が
拡
大
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
っ
た
原
因
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス

の
宥
和
政
策
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
著
者
は
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
で
あ

る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
歴
史
的
評
価
（
批
判
）
を
和
ら
げ

る
た
め
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
軍
備
水
準
が
非
常
に
低
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
航
空
機
の
製
造
内
訳
や
、
戦
艦
生
産
計
画
の
実
現
が
遅
か
っ
た
こ
と
に
は
触

れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
模
（
生
産
数
）
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

文
章
全
体
か
ら
は
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
が
ま
だ
整
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
印
象

を
受
け
る
が
、
ド
イ
ツ
の
軍
備
増
強
の
規
模
が
小
さ
か
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

出
典

（
O

rig
in

)

目
的

・
内

容
（

Pu
rp

os
e &

 c
on

te
nt

)

目
的

・
内

容
（

Pu
rp

os
e &

 c
on

te
nt

)

探
究

課
題

（
問

い
）
に

答
え

る
た

め
に

⇔
 評

価
方

法

・
構

成
・
・
・
ど

の
よ

う
な

項
目

（
段

落
）
を

設
定

す
る

か

・
根

拠
に

よ
る

裏
付

け

・
歴

史
的

文
脈

へ
の

位
置

づ
け

・
・
・
個

々
の

事
例

を
全

体
像

に
位

置
づ

け
＝

歴
史

的
意

義

探
究

課
題

（問
い

）
の

探
究

か
ら

評
価

へ
評

価
規

準
（
評

価
の

観
点

）
と

評
価

基
準

（
評

価
の

目
安

）
例

：
評
価
基
準
表
【
資
料
６
】
の

7-
9点

(1
5点
満
点

)の
記
述

設
問

の
要

求
の

理
解

、
答

案
の

構
成

≒
評

価
目

標
４

知
識

、
歴

史
的

文
脈

、
歴

史
的

概
念

（
1
0-

1
2点

、
13

-
15

点
）

≒
評

価
目

標
１

評
価

規
準

（
評

価
の

観
点

）
と

評
価

基
準

（
評

価
の

目
安

）
例

：
評
価
基
準
表
【
資
料
６
】
の

7-
9点

(1
5点
満
点

)の
記
述

M
ar

kb
an

dの
7-

9点
(1

5点
満
点

)の
記
述

設
問

へ
の

関
連

性
、

比
較

・
関

連
づ

け
≒

評
価

目
標

２

評
価

規
準

（
評

価
の

観
点

）
と

評
価

基
準

（
評

価
の

目
安

）
例

：
評
価
基
準
表
【
資
料
６
】
の

7-
9点

(1
5点
満
点

)の
記
述

批
判

的
分

析
、

根
拠

に
よ

る
裏

づ
け

（
10

-
12

点
、

1
3
-
15

点
）

≒
評

価
目

標
３

評
価

規
準

（
評

価
の

観
点

）
と

評
価

基
準

（
評

価
の

目
安

）
例

：
評
価
基
準
表
【
資
料
６
】
の

7-
9点

(1
5点
満
点

)の
記
述

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
に

構
成

を
メ

モ
し

な
が

ら
考

察
→

項
目

を
整

理
し

て
発

表
→

ク
ラ

ス
全

体
で

議
論

①
「
知

識
」
観

の
転

換

限
ら

れ
た

授
業

時
間

数
で

ど
の

よ
う

に

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
を

実
践

で
き

る
か

？

→
学

習
内

容
精

選
の

発
想

の
転

換
を

！

目
的

と
し

て
の

「
知

識
」
か

ら
手

段
と

し
て

の
「
知

識
」
へ

お
わ

り
に

学
び

の
転

換
に

向
け

た
提

言

②
「
評

価
」
観

の
転

換

→
特

に
生

徒
と

の
評

価
情

報
の

共
有

は
必

須

・
・
・
歴

史
的

思
考

力
育

成
に

評
価

は
有

効
！

③
「
指

導
」
観

の
転

換
…

生
徒

が
探

究
す

る
楽

し
み

を
奪

わ
な

い
よ

う
に

！

思
考

す
る

意
味

の
あ

る
「
問

い
」
の

設
定

→
「
主

体
的

・
対

話
的

な
深

い
（
≒

楽
し

い
？

）
学

び
」

７
．

お
わ

り
に

課
題

お
わ

り
に

学
び

の
転
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